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JpGU 教育検討委員会 2018 年度第 1 回幹事会議事録 

 

       起案：市川洋 2018 年 11 月 17 日 

       出席者承認：2018 年 11 月 28 日 

 

日時  10 月 26 日  18 時－20 時 

場所 学会センタービル 地下会議室 

出席 市川 洋、宮嶋 敏、木村 学、阿部 なつ江、畠山 正恒、瀧上 豊、阿部 國廣，根本 泰雄 

欠席 西 弘嗣、西山 忠男、田口 康博  

 

議題 当期活動方針 

   検討事項 

   ・次年度以降の予算削減への対応 

   ・各小委員会の活動方針 

     教育課程小委員会、大学及び大学院教育小委員会、 

     国際教育対応小委員会、（教員養成等検討小委員会） 

   ・これまでの活動の問題点 

   ・新たな活動の提案 

   ・その他 

 

審議に先立ち、出席者各人から自己紹介があった。 

 

議事録（文中、敬称略） 

１．2019 年度予算要望書および 2019 年度の主な活動について 

 配布資料１に基づいて、10 月 25 日に財務委員会に提出した「2019 年度予算要望書」について、

財務委員会よりシーリングとして 140 万円が提示されたが、2019 年度の特殊事情から、総額 154 万

円を要望したことが、市川から報告された。 

 同要望書に記載した「2019 年度の主な活動」について、以下の説明、審議が行われた。 

・学術会議との連携強化 

 配布資料３に基づいて、地球惑星科学委員会・地球惑星科学人材育成分科会・地学・地理学初

等中等教育検討小委員会の活動と今後の予定が畠山、宮嶋、市川から報告された。また、地球惑

星科学委員会・地球惑星科学人材育成分科会について、木村から説明があった。 

・全国的な地学教育情報交換の充実（地学教育研究集会等への参加） 

 次年度開催を企画している全国高校地学教員対象の情報交換会について、趣旨及び概要が宮嶋

から紹介された。8 月 25 日に京都で開催された研究集会「地学教育の展望－来たるべき南海ト

ラフ地震に備えて－」に続く研究集会を、2019 年度に東京で開催する予定であることが畠山か
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ら補足された。両研究集会の会場、開催日時等については、今後、畠山、宮嶋が担当して、準備

を進めることとなった。 

・新学習指導要領への対応などについての社会との対話の強化 

 配布資料５に基づいて、連合 2019 大会パブリックセッション「社会とＪｐＧＵとの相互交流

によって創る新しい地球惑星科学教育（10 月 23 日に採択通知受領）」について宮嶋から説明が

あった。 

・Earth Science Week の共催 

 2018 年には、静岡県ふじのくに地球環境史ミュージアム、北伊豆ジオパークで開催された。

2019 年度は別の県での開催が検討されたものの、再度、静岡県となる見込みであるとの説明が、

畠山からあった。 

・教員免許更新講習の充実 

 2017 年度、2018 年度に引き続き、2019 年度も試行するとの説明が、畠山からあった。2019

年度については、JpGU 全体への講師募集を積極的に行うこととし、畠山の助言の下に、阿部な

つ江、市川が具体的作業を担当することとなった。 

・HP の充実（地学教育関連情報の提供） 

JpGU の HP における教育検討委員会のページの充実が急務であり、市川が担当となって、広報

委員会と、これまでのパブリックセッションの記録の公開など、具体的な作業を進めることとな

った。 

 

２．各小委員会の活動方針 

・教育課程小委員会 

配布資料４に基づいて、宮嶋小委員会委員長から説明があった。 

・大学及び大学院教育小委員会 

配布資料７に基づいて、西山小委員会委員長の説明を、市川が紹介した。 

・国際教育対応小委員会 

上述の「Earth Science Week の共催」項を参照 

・教員養成等検討小委員会 

本証委員会は JpGU の組織図では存在しているが、教員養成にかかわる問題が教育検討委員会小

委員会で扱うことができないほど多様であることから、最近は活動が行われていない。この状況

について、様々な意見交換の結果、本小委員会を廃止し、教育検討委員会の中に WG を設けて、

地学教育の理念から見直し、問題を整理し、理数系学会教育問題連絡会などに働きかけることと

なった。今後、教育検討委員会での審議を経て、理事会に提案する。 

 

３．これまでの活動の問題点と新たな活動の提案 

配布資料７に基づいて、阿部國廣、阿部なつ江が説明した。 

阿部國廣の提案については、市川が、今後、委員長として対応すると答えた。 

阿部なつ江の提案については、阿部なつ江が担当し、環境災害対応委員会と共同して進めることと
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なった。 

 

４．その他 

次回幹事会を年度内に開催することとなった。 

 

 

添付資料 

JpGU 教育検討委員会 2018 年度第 1 回幹事会配布資料および参考資料 

（未確定の議事録案が含まれているため、取扱い注意） 


